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新しい指定文化財の紹介 ～木造大日如来坐像～
令和６年６月27 日に開催された教育委員会において、下御糸地区八木戸の薬師寺が

所蔵する「木造大日如来坐像」が新たに町指定文化財（有形文化財 彫刻）に指定され

ました。

本像は製作の特徴から平安時代後期の作と考えられ、浄土宗系の寺院が多い当町で

は数少ない密教彫刻である点も評価されました。

＜特徴＞
・時代：平安時代（12 世紀）

・所有者：宗教法人薬師寺（八木戸）

・法量：像高57.1cm（１尺８寸８分）

・割矧造（わりはぎづくり）

（頭体幹部は針葉樹の一材より彫成）

・髻（もとどり）の表現が、町内の丹

歌寺の木造聖観音立像（町指定・平

安時代作）と近似し、周辺地域の仏

像彫刻史を考える上で興味深い表現

・伝承では「大日藪」から移した

令和５年度の調査の様子
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＜時期決定の特徴＞

①丸く穏やかな顔立ち

②顎をやや上げて目線を下に向ける表現

③胸部を薄くあらわすのに対し腹部は豊

かな肉取り

④衣部の衣褶を浅めにあらわす

＜大日如来坐像の来歴＞

『明和町史』には、本像が「大日藪」から移されたとす

る伝承が紹介されています。今回、指定にあたり本像の来

歴についても合わせて確認を行いました。

八木戸集落に関わる資料として、町指定文化財『八木戸

庄屋文書』があり、江戸時代の集落の様子がよくわかりま

す。資料群中に享保11年（1726）にまとめられた「八木戸

村寺社帳」があり、薬師寺とは別に郷蔵屋敷内に本像を祀

る「大日庵」があることが記述されていました。村絵図な

どから具体的な場所を特定することはできませんでしたが、

少なくとも江戸時代中期には、本像が集落に安置されてい

たことが確認できました。これからも、薬師寺のご本尊と

ともに地域で大切に守り伝えられることが望まれます。
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